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HLLW 中の白金族化学種(PGS)の分離を目的とした収着剤合成法の開発を行った。単味の非放射性 PGS
に対する収着試験の結果，耐酸性に優れた SiO2 質多孔質体に，AlHCF を含浸させた収着剤が高い収着能を

示した。同収着剤は実廃液中の Pd や Mo の化学種の分離についても効果的であった。また PGS と Mo 化学

種を HLLW から分離した結果，HLLW 中の廃棄物を従来より多量にガラスに充填できる見通しが得られた。 
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1. 緒言 HLLW のガラス固化工程において悪影響を及ぼす PGS 及び Mo 化学種（以下，Mo）回収を目的 
として，無機収着剤の開発を行っている。PGS や Mo を HLLW から容易に分離することができれば，ガラ

ス溶融炉への PGS の沈積や Mo によるイエローフェーズ形成の抑制が可能になるため，溶融ガラスの安定

的な流下やガラス固化体の高品質化が実現でき，またガラス固化体の発生本数の削減も達成できる。 
 
2. 収着剤の合成及び試験方法 収着剤の合成及

び試験方法は以下のとおりである。 
(1) これまでの成果[1]より SiO2 質多孔質体は，イ

オン交換樹脂のテンプレートに SiO2 前駆体ポリ

マーを含浸させ，加熱・焼成することにより作製

した。得られた多孔質体にフェロシアン化カリウ

ム溶液を減圧含浸・乾燥，更に Al(NO3)3 溶液を減

圧含浸・乾燥させることで，AlHCF を担持した収

着剤が合成できた。 
(2)従来の条件[1][2]に従い， 250 mgの収着剤に 0.1
または 1.0 mmol/L の非放射性 PGS を含有する 2 
mol/L-HNO3 溶液 10 mL を 24 h 接触させることに

より単味 PGS 収着試験を行った。また実廃液

(1.5mol/L-HNO3 溶液に照射済燃料を溶解して調整)を用いた試験では，5 mL の実廃液を 60 mg の収着剤と

1 h 接触させることにより，実廃液中の様々な物質の相互干渉が収着率に及ぼす影響について考察した。 
(3) ガラス固化試験では，①PGS 及び Mo の収着分離をしていない溶液，②PGS 及び Mo を収着分離した

溶液，及び③収着分離後の収着剤をか焼し，得られた残渣を洗浄してその洗浄液を回収し，これを②の溶

液に混合した溶液の 3 種類について，前述(2)の試験結果よりそれらの組成を推測した。得られた結果に

ついては，一般試薬を用いて，各成分の重量比が「ガラス原料：Na2O：廃棄物」において，(a) 78:10:12, 及
び(b) 65:10:25 となるように調整し，合計 6 種類の試験体を作製した。さらに試験体を１cm3 の立方体試料

に加工した上で，静的浸出試験(MCC-1)法により化学的安定性を調べた。 
 
3．結果・考察 AlHCF 担持収着剤を用いて，Pd, Rh, 及び Ru 化学種に対する収着試験を行った結果，Pd
化学種に対して高い収着性能を示し,この傾向は実廃液を用いた試験結果でも変わらなかった。さらに Mo
化学種に対しても十分な収着効果を示した。また Figure に示すように MCC-1 試験結果から，PGS や Mo
を除去することにより，廃棄物を高充填しても全重量減少速度を低く抑えることができ，ガラス固化体の

発生量を抑制できる見通しを得ることができた。 
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